
ぞ
う
さ
ん
広
場

第
10号

  平
成
28年

 12月
1日
 発
行

堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
　
〒
593 -8304 大

阪
府
堺
市
西
区
家
原
寺
町
1丁
1番
1号
　
☎
 072 -272 -1199（

代
）

発
行

堺市立総合医療センターと市民の健康をつなぐ広報誌

インタビュー
特 集

「患者さんの安全を守る市立病院」としての役割

鏡視下手術における
低侵襲治療への取り組み

看護師のお仕事紹介
慢性疾患看護専門看護師

コメディカルの紹介
臨床工学科

当院の取り組み
初期・後期研修医育成計画

がんセンター特集
がん患者・家族サロン「なないろ」

チーム医療の活動
感染制御チーム（ICT）

登録医紹介
こんにちは赤ちゃん
健康食のススメ

ぞうさん広場 vol.10
2016冬号 公式マスコットキャラクター

「エバちゃん」

〒593-8304 大阪府堺市西区家原寺町1丁1番1号　 ☎ 072-272-1199（代）
http://www.sakai-city-hospital.jp/

血圧が高い方は、塩分を1日6g未満に控えるとよいと言わ
れています。ただ塩分を減らすのではなく、酸味(酢、柑橘
類)や香辛料(こしょう、唐辛子、わさび、カレー粉など)、香
味野菜(生姜、にんにく、大葉など)をきかせると素材の味が
より生かされて、美味しい料理になります。

【作り方】
❶

❷

生鮭は塩・こしょうし、食べやすい大きさに切る。きのこ類は根
元を落とし、しめじは小房に分け、えのきは半分に切り、エリン
ギは裂く。いんげんは斜め切り、パプリカはせん切りにする。
耐熱皿に❶のきのこ類、野菜を入れ、上に鮭をのせ、酒
（大さじ1/2）をふる。
Aを加熱直前によく混ぜ合わせてかける。ラップをゆるくか
け、電子レンジ（600W）で5分程度加熱する。すぐに全体
をよく混ぜ合わせて（あんをからめて）、できあがり。

ຎセンターでたくさんのಘちゃんがદまれています！

蒼空くん、産まれてきてくれてあ
りがとう！広い空のように優しく
元気にそだってね。お姉ちゃん
と一緒にたくさん遊ぼうね！

待望の女の子で、ママもパパも
産まれてきてくれてとっても嬉し
いです！元気なお兄ちゃんと一
緒に元気にすくすく育ってね。

パパもママもお姉ちゃんも、毎日
かおるに癒され、日々の成長を
楽しみにしています☆家族４人、
楽しいことをたくさんしようね♪

産まれてくれてありがとう。毎日
幸せ♫これからたくさん思い
出作っていこうね。

ஜᐽ㘩ࡔࠬࠬߩ

血圧が高めで
気になる方に

ۨwelcomeۨ ۨwelcomeۨ ۨwelcomeۨ

材
料（
2
人
分
）

生鮭（1切れ70g）・・・
塩（2本指で）・・・・・・・
こしょう・・・・・・・・・・
酒・・・・・・・・・・・・・・・
しめじ・えのき・
　エリンギ・・・・・・・
彩り野菜
（いんげん､パプリカなど）・・・

2切れ
2つまみ
適量

大さじ1/2

各1/2パック
（50g）

30～40g

梨鈴（りり）ちゃん
平成28年8月8日生

花織（かおる）ちゃん
平成28年8月15日生

陸翔（りくと）くん
平成28年8月16日生

ۨwelcomeۨ

蒼空（そら）くん
平成28年8月5日生

栄養価（１人分）

エネルギー　155kcal
塩分　　　 0.9g

秋鮭ときのこの
カレーあん

こんにちはಘち
ゃん

A

酒・・・・・・・・・
みそ・・・・・・・
みりん・・・・・
カレー粉・・・
片栗粉・・・・

大さじ1･1/2
小さじ2
小さじ1
小さじ1
小さじ1

栄養管理科  渡邊 薫子



堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
外
科
の
強
み
を

お
聞
か
せ
く
だ
い
。

低
侵
襲
か
つ
安
全
な

手
術
を
行
う
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
？

インタビュー
特 集

「
患
者
さ
ん
の
安
全
を
守
る
市
立
病
院
」と
し
て
の
役
割

鏡
視
下
手
術
に
お
け
る

低
侵
襲
治
療
へ
の
取
り
組
み

皮
膚
を
大
き
く
切
り
開
く
開
腹
手
術
や
開
胸
手
術
と
違
い
、身
体
へ
の
負
担
や
痛
み
を

や
わ
ら
げ
て
く
れ
る「
鏡
視
下
手
術
」に
つ
い
て
、お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

鏡
視
下
手
術
以
外
の

取
り
組
み
は
？

鏡
視
下
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

鏡
視
下
手
術
と
は
？

今
後
の
目
標
・
課
題
は
？

通
常
の「
開
腹
・
開
胸
手
術
」

は
、皮
膚
を
メ
ス
で
切
り
開
き
、体

の
中
を
直
接
目
で
み
て
、手
で
さ

わ
り
な
が
ら
手
術
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て「
鏡
視
下
手
術
」

は
、皮
膚
面
に
数
ヶ
所
の
小
さ
な

穴
を
開
け「
腹
腔
鏡
」「
胸
腔
鏡
」

を
お
腹
や
胸
の
中
に
入
れ
て
、モ
ニ

タ
ー
を
見
な
が
ら
体
の
中
で
行
う

手
術
で
す
。中
に
は「
内
視
鏡
手

術
」と
混
同
し
て
し
ま
う
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、こ
ち
ら
は
い

わ
ゆ
る「
胃
カ
メ
ラ
」を
用
い
て
胃

腸
の
内
側
か
ら
が
ん
や
ポ
リ
ー
プ

を
切
り
取
る
治
療
法
で
す
。最
近

で
は「
内
視
鏡
切
除
術
」と「
腹
腔

鏡
手
術
」を
同
時
に
行
っ
て
治
療

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

大
き
く
言
え
る
の
は
、傷
が
小

さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
が
開

腹
・
開
胸
手
術
と
の
違
い
で
す
。傷

が
小
さ
い
ぶ
ん
、痛
み
が
軽
く
体
も

楽
に
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

術
後
の
体
力
の
回
復
も
早
い
と
い

え
ま
す
。
美
容
上
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。手
術
を
す
る

外
科
医
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、機

械
を
使
っ
て
す
る
手
術
で
す
の
で

高
い
技
術
が
必
要
と
さ
れ
ま
す

が
、肉
眼
で
は
見
え
に
く
い
よ
う

な
細
い
血
管
や
内
臓
の
構
造
が
大

き
な
画
面
で
確
認
で
き
る
の
で
、

よ
り
安
全
で
精
密
な
手
術
が
で
き

る
点
が
優
れ
て
い
ま
す
。鏡
視
下

手
術
で
は
、手
術
室
以
外
の
場
所

で
も
手
術
の
映
像
を
モ
ニ
タ
ー
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、実
際
ど

の
よ
う
な
手
術
を
し
て
い
る
の
か

が
す
べ
て
わ
か
り
ま
す
。手
術
中

の
状
況
を
共
有
で
き
る
の
で
安
全

性
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、鏡
視

下
手
術
の
映
像
を
み
な
が
ら
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。患
者
さ
ん
相
手
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、映
像
や
機
材
を
使

い
、い
つ
で
も
ど
こ
で
も
く
り
返
し

て
取
り
組
め
る
の
で
、若
手
医
師

の
教
育
に
も
最
適
で
す
。
そ
の

他
、専
門
の
先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
、セ
ミ
ナ
ー
を
聞
い
た
り
、ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
生
き
た
実

験
動
物
を
使
っ
た
手
術
の
研
修

を
受
け
た
り
す
る
機
会
を
設
け
て

い
ま
す
。

胃
が
ん
の
４０
％
、大
腸
の
８０
％

〜
９０
％
、肝
胆
膵
は
６０
％
が
腹
腔

鏡
手
術
で
す
。肺
が
ん
の
手
術
で

は
場
合
に
よ
っ
て
は
従
来
の
開
胸

手
術
で
も
胸
腔
鏡
を
併
用
し
、開

胸
手
術
、鏡
視
下
手
術
に
こ
だ
わ

ら
ず
、100
％
安
全
な
手
術
を
め
ざ

す
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

虫
垂
炎
や
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術

で
も
腹
腔
鏡
手
術
の
頻
度
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
他
の
病
院
で
手
術
が

難
し
い
と
判
断
さ
れ
た
が
ん
患
者

さ
ん
に
は
、化
学
療
法
・
放
射
線
治

療
を
経
て
腫
瘍
を
小
さ
く
し
て
か

ら
手
術
を
す
る
な
ど
、患
者
さ
ん

に
希
望
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
治
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。ま

た
、当
院
は
心
臓
血
管
外
科
と
呼

吸
器
外
科
が
一
緒
に
あ
る
た
め
、大

動
脈
に
ま
で
広
が
っ
た
よ
う
な
肺

の
腫
瘍
で
も
両
診
療
科
が
連
携
し

て
肺
の
腫
瘍
を
切
除
し
た
後
、血

管
を
付
け
替
え
る
と
い
っ
た
高
度

な
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
複
数
の
診
療
科
が
連
携
し
て

初
め
て
で
き
る
治
療
を
可
能
に
す

る
こ
と
で
、多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

現
在
、術
前
の
診
断
、手
術
、術

後
、そ
の
後
の
リ
ハ
ビ
リ
ケ
ア
ま

で
、外
科
で
す
べ
て
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、よ

り
よ
い
医
療
の
提
供
に
向
け
て
、

新
し
い
技
術
が
入
っ
て
き
た
ら
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、予
定
手
術

だ
け
で
は
な
く
、緊
急
手
術
に
お

い
て
も
積
極
的
に
鏡
視
下
手
術
を

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

当
院
に
は
、内
視
鏡
外
科
学
会

の
技
術
認
定
医
制
度
に
認
定
さ

れ
た
医
師
２
名
が
在
籍
し
て
い
ま

す
の
で
、安
心
し
て
診
断
を
受
け

て
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、他
院
で

は
難
し
い
と
さ
れ
る
診
療
や
夜
間

の
対
応
な
ど
も
、ス
タ
ッ
フ
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
な

の
で
、迅
速
な
対
応
が
可
能
で

す
。さ
ら
に
、す
べ
て
の
手
術
室
は

鏡
視
下
手
術
に
対
応
し
て
お
り
、

設
備
の
面
で
も
最
新
か
つ
最
高
レ

ベ
ル
に
近
い
環
境
で
診
療
が
行
え

ま
す
。

左から：
呼吸器外科部長　　　　　　　   　　　　　池田  直樹 医師
外科統括部長／胃食道外科部長　　　　　　藤田  淳也 医師
大腸肛門外科副部長／低侵襲手術担当部長　中田  健 医師

鏡
視
下
手
術
は
ど
れ
く
ら
い

行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？
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これからの医療を支えるロボット手術業務仕事例②

高度な技術が必要な心臓血管外科手術における人工心肺業務仕事例①

「慢性疾患看護専門看護師」
慢性疾患とは、完治することが難しい病気です。だからこそ、その病気と上手く付き合ってい

くことが必要です。しかし、「病気と上手に付き合うこと」は難しいと言われています。慢性疾患
看護専門看護師の役割は、自己管理が難しく悩んでいる患者さんが、病気の悪化を予防し、病
気を抱えながらも元気に過ごせるお手伝いをすることです。
今回は、腎不全保存期外来での慢性疾患看護専門看護師のお仕事についてご紹介します。

看 師護 のお仕事紹介看護師には

こんなお仕事があります！

臨床工学技士のお仕事を、簡単にご紹介させていただきました。臨床工
学科は、医療機器のメンテナンスをはじめ、さまざまな治療に携わっていま
す。そこから得た情報を医療チームに提供し、さらなる医療の質の向上を
めざしています。医療の進歩とともに歩んできた部署であり、これからもそ
の技を活かし、患者さんにとって安心で安全な医療機器でさらなる高度な
医療を提供していきたいと考えています。

臨床工学技士とは？
臨床工学技士は、医療の発展とともに多種多様な医療機器が導入され、それにともない誕生した医療機器のスペシャリストで

す。当院の臨床工学技士は、さまざまな医療機器に精通しており、数多くの業務を行っています。そして、医師・看護師や他の医療
スタッフとチームを組み、医療機器を通じて医療に携わり、機器の操作やメンテナンス・点検などを担当します。
今回は、「人工心肺業務」「ロボット手術業務」についてご紹介します。

心臓血管外科手術では、心臓やその周囲の大きな血管を手術するとき、
心臓を止めることが必要になります。その際、肺と心臓の代わりをする「人工
心肺装置」という装置を患者さんに装着します。この人工心肺装置を操作・
管理するのが臨床工学技士です。人工心肺は患者さんの生命を司るもので
すから、その操作には高いレベルの技術と知識が必要とされます。

ǪÁȉϺໞǈ߸žǁ�コメディカル

医療の現場にはたくさんの医療機器があり、その進歩が現在の医療を支えていると言っ
ても過言ではありません。これらの医療機器を、安全かつ高い性能で維持するために、多く
の医療スタッフが関わっています。そのなかに、「臨床工学技士」という医療スタッフで構成
された「臨床工学科」があります。最近、臨床工学技士という名称は、医療系のドラマなどで
耳にする機会が増えてきました。今回は、この臨床工学技士についてご紹介します。

臨床工学科

ロボット手術とは、医師が離れた場所から手術支援ロボットを操作して行う手
術です。手術支援ロボットを使用することで、繊細かつ患者さんへの負担の少な
い手術が可能となり、より安全に手術を進めることができます。当院では最新の
手術支援ロボット『ダビンチXi』を導入し、前立腺がんの手術を行っています。
テレビなどの報道により、手術支援ロボットによる外科手術の認知度がかなり
高まってきました。今後、その技術の応用は拡大していくと考えられています。
臨床工学技士は『ダビンチXi』の手術セッティングならびにメンテナンスを行

い、患者さんに安全で高度な技術を提供できるようにしています。

病気を抱える人たちの笑顔と人生を守る
慢性疾患の代表的なものの一つに腎不全があります。腎不全とは、腎臓の
機能が低下する病気です。特効薬がなく、慢性的な経過で悪化すると、人工透
析や腎移植という腎代替療法が必要になってきます。そのため、腎不全保存期
外来では、3つの支援を中心に行っています。

当院の腎不全保存期外来では、患者さんやご家族に寄りそった支援を行うために、看護師の私たちだけでなく、腎臓専門
医と情報共有しながら、医師は治療を、看護師は療養支援を協働しながら行っています。また、食事の専門的知識に関して
は、管理栄養士の協力を得ながら行っています。さらに、腎代替療法を選択し入院となった場合は、病棟看護師と連携し、外
来から病棟に看護ケアがきちんと継続できるように取り組んでいます。
今後、高齢化が進み、ますます腎不全患者の増加が懸念されています。腎不全保存期外来が、腎不全患者さんやご家族

の笑顔を守り、人生を豊かなものにするために、医師や医療スタッフと連携しながら、よりよい支援の実現をめざします。

慢性疾患看護専門看護師　田中 順也

コメディカルとは医師と看護師以外の医療従事者のことで、それぞれの専門分野で医療に携わっています。
医師・看護師とチームを組み、よりよい医療の提供のために欠かせない存在です。

大武 陽一
医師

森本 まどか
医師

田中 順也 看護師 腎不全
保存期外来

患者さんが腎不全と向き合い、自己管理を実行・継続できるようにするための支援
腎不全という病気は、自覚症状が出にくい病気なので、患者さんの多くが、「腎臓が悪いなんて信じられない」と思ってし
まい、病気と向き合うことがむずかしくなってきます。ですから、まずは患者さん自身が病気と向き合えるように支援する
ことから開始します。さらに、食事や薬の自己管理が日常生活の中で継続できるように、生活調整の支援もしています。

支
援 

1

患者さんやご家族の意思決定の際の支援
腎代替療法が必要になった場合、どの治療法を選択し、いつから治療の準備をし、治療を開始するのかを患者さん
やご家族が決断しなければなりません。意思決定支援では、決断に至るまで患者さんやご家族と共に考え、納得した
治療法が選択できるよう寄り添いながら支えることを心がけています。

支
援 

2

外来での精神的支援
腎不全の患者さんは、「なぜ自分だけこんな目に遭うのか」など、孤独感や孤立感を抱きやすい傾向にあります。ま
た、患者さんのご家族も療養を支える中で、精神的に疲弊してしまうことがあります。私たちが行う精神的支援は、た
だ単に励ましたり、勇気づけたりするのではなく、まずは患者さんやご家族が抱える悩みや葛藤を共有することから
始め、私たちも共に歩んでいるという立ち位置で支援することを心がけています。

支
援 
3
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堺市立総合医療センターのさまざまな場面で、若い医師が上級医の指導を受けながら
真摯に患者さんの診療に携わっていることをご存知ですか？当院は厚生労働省から「臨
床研修病院」に指定されており、大学の医学部で６年間教育を受け、医師国家試験に合
格した若い研修医の教育を担当しています。現在、卒後１・2年目合わせて１６名の研修医
が所属し、内科や外科などを廻りながら熱心な指導医のもとで日夜研鑽に励んでいます。

「教え教えられる文化の中で優れた人格を持ち、
　　　　　世界の医学と地域の医療に貢献する医師を育む」

初期・後期研修医育成計画
当院　
取り組み

の
これまでの医師卒後教育は、地域医療との接点が少なく、専門の診療科にかたよっており「病気を
診るが人は診ない」と言われていました。そこで厚生労働省は、2004年から新医師臨床研修制度を
開始し、診療に従事しようとする医師が2年以上大学病院や地域の臨床研修病院で研修を受けること
を必修化しました。それまでは多くの医師が医学部卒業後すぐに専門診療
科を決めて、その診療科のことだけを研修していましたが、内科や外科、
救急などの主要な診療科と、研修医が希望する診療科を2年間で経験す
るシステムに変更しました。そしてこの卒後2年間の初期臨床研修を修了
した後に、専門診療科を選ぶ制度になりました。

「
臨
床
研
修
病
院
」と
し
て
の
役
割

新
医
師
臨
床
研
修
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
以

来
、当
院
は「
臨
床
研
修
病
院
」と
し
て
堺
市

で
多
く
の
優
秀
な
医
師
を
育
み
続
け
て
い
ま

す
。2
0
1
5
年
に
は
、新
た
に「
教
え
教
え
ら

れ
る
文
化
の
中
で
、優
れ
た
人
格
を
持
ち
、世

界
の
医
学
と
地
域
の
医
療
に
貢
献
す
る
医
師

を
育
む
」と
い
う
臨
床
教
育
の
理
念
を
掲
げ
、

指
導
医
だ
け
で
は
な
く
看
護
師
や
薬
剤
師
、検

査
技
師
、理
学
療
法
士
な
ど
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

や
事
務
職
員
に
よ
る
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、患
者

さ
ん
や
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
通
し

て
、立
派
な
研
修
医
を
育
て
る
た
め
に
臨
床
研

修
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
里
副
院
長
の
も
と
で
編
成
さ
れ
た
臨
床

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、卒
後
教
育
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
っ
て
お
り
、現
在
は
年
に
４
回
の

臨
床
研
修
管
理
委
員
会
や
指
導
者
会
議
、さ

ま
ざ
ま
な
診
療
科
の
医
師
か
ら
な
る
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、研
修
医
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。研
修
医
に
と
っ
て「
お

兄
さ
ん・お
姉
さ
ん
」

と
な
る
専
属
の
事
務

職
員
を
医
局
に
2

名
配
置
し
、医
学
生

や
研
修
医
向
け
の
臨

床
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
開
設
し
ま
し
た
。

日
本
の
人
口
の
高
齢
化
、い
わ
ゆ
る
2
0
2
5
年
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
中
、こ
の

堺
市
で
す
ば
ら
し
い
地
域
包
括
医
療
の
花
が
咲
き
市
民
の
健
康
が
守
ら
れ
る
よ
う
に
、将
来

こ
の
地
域
の
医
療
の
指
導
的
立
場
に
な
る
人
材
を
育
て
る
と
い
う
面
か
ら
、医
学
教
育
を
通

じ
て
堺
市
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、将
来
の
堺
市
の
医
療
を
支
え

る
人
材
、世
界
の
医
学
に
貢
献
す
る
人
材
を
こ
の
堺
の
地
で
育
む
こ
と
を
念
頭
に
、日
々
臨
床

教
育
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
、地
域
医
療
に
か
か
わ
る
皆
さ

ん
に
、研
修
医
が
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。若
い
研
修
医
た
ち
へ
の
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
臨
床
教
育
へ
の
ご
理
解

と
将
来
あ
る
臨
床
研
修
医
た
ち
へ
の
暖
か
い
ご
指
導
ご
支
援
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

臨
床
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任
者
　
片
田 

圭
宣

新医師臨床研修制度とは?

「
N
P
O
法
人
卒
後
臨
床
研
修
評
価
機
構
」認
定
病
院
の
使
命

2
0
1
5
年
度
に
、外
部
評
価
と
し
て
国

民
に
対
す
る
医
療
の
質
の
改
善
と
向
上
を

め
ざ
す
た
め
に
、臨
床
研
修
病
院
に
お
け
る

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を
行
う「
N
P
O

法
人
卒
後
臨
床
研
修
評
価
機
構
」の
審
査

を
受
け
、2
0
1
6
年
5
月
1
日
に
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

花
房
院
長
も
次
世
代
の
教
育
に
熱
心
で
、

月
2
回
の
早
朝
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
の
レ
ク

チ
ャ
ー
や
総
合
内

科
の
回
診
で
は
毎

週
、直
接
研
修
医

を
指
導
し
て
い
ま

す
。
院
長
の
背
中

を
見
て「
心
の
通

う
医
療
」を
体
得

し
て
も
ら
い
た
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
臨
床
研
修
に
お
け
る
取
り
組
み

厚
生
労
働
省
の
方
針
で
、都
会
へ
の
医
師

の
か
た
よ
り
を
正
す
た
め
に
、大
都
市
圏
を

も
つ
都
道
府
県
の
初
期
臨
床
研
修
医
の
定

員
は
毎
年
削
減
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、臨

床
研
修
へ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
当
院

の
初
期
臨
床
研
修
医
の
定
員
は
、2
0
1
5

年
度
の
7
名
か
ら
2
0
1
6
年
度
に
は
9

名
と
増
員
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
2
0
1
7

年
の
春
に
は
10
名
の
初
期
研
修
医
を
迎
え

る
予
定
で
す
。当
院
の
研
修
医
が「
心
の
通

う
医
療
」を
提
供
で
き
る
医
師
に
な
る
よ
う

に
、卒
後
教
育
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、2
0
1
8
年

度
か
ら
は
日
本
専
門
医

機
構
が
主
導
す
る
新

た
な
専
門
医
制
度
に
よ

る
後
期
臨
床
研
修
が

始
ま
り
、国
民
及
び
社

会
に
よ
り
信
頼
さ
れ
る
こ

と
に
主
眼
を
置
い
た
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
し
ま
す
。堺

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

は
新
し
い
制
度
に
対
応
し

優
秀
な
医
療
人
を
育
む

先
進
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

さ
ら
に
当
院
で
は
、お
互
い
に
自
分
が
経

験
し
た
こ
と
、自
分
が
医
学
書
や
医
学
論
文

で
調
べ
た
こ
と
を
教
え
合
い
高
め
合
っ
て
、仲

間
と
し
て
一
緒
に
成
長
し
て
い
く
協
調
性
の

あ
る
人
材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の

お
知
り
合
い
で
そ
の
よ
う
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を

臨
床
研
修
先
と
し
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。医

学
部
学
生
の
見
学
・
臨
床
実
習
も
受
け
付
け

て
お
り
、毎
年
志
の
高
い
多
く
の
医
学
生
が

訪
れ
て
い
ま
す
。　
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◆ 

当
院
の
特
長

父
が
開
業
し
た
辻
村
医
院
の
あ
と
、数

年
の
休
院
を
挟
ん
で
名
称
変
更
し
21
年

前
に
開
院
し
ま
し
た
。自
身
の
専
門
で
あ

る
内
科
・
消
化
器
科
だ
け
で
な
く
、整
形

外
科
医
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
診
療

も
行
っ
て
お
り
、幅
広
い
年
齢
層
の
患
者

さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

◆ 

私
の
診
療
モ
ッ
ト
ー

働
く
女
性
・お
母
さ
ん
を
応
援
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
子
ど
も
の

予
防
接
種
は
、日
に
ち
を
決
め
て
も
な
か

な
か
そ
の
日
に
合
わ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

あ
え
て
予
防
接
種
枠
は
設
け
ず
、診
療
時

間
内
な
ら
随
時
受
け
入
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す（
申
し
込
み
は
必
要
で
す
）。逆

に
、落
ち
着
い
て
検
査
し
た
ほ
う
が
望
ま

し
い
胃
カ
メ
ラ
や
エ
コ
ー
な
ど
は
、別
の
時

間
に
枠
を
設
け
て
診
察
す
る
な
ど
、臨
機

応
変
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

◆ 

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

私
自
身
こ
の
地
域
が
生
ま
れ
育
っ
た
場

所
で
す
。幸
せ
な
こ
と
に
、自
分
が
通
っ
て

い
た
幼
稚
園
・
小
学
校
の
校
医
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。地
域
の
皆
さ

ん
と
は
安
心
で
き
る
関
係
を
築
く
こ
と
が

で
き
、気
兼
ね
な
く
来
て
い
た
だ
け
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

他
の
病
院
と
も
連
携
を
と
り
、紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。遠
慮
な
く
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆ 

当
院
の
特
長

下
肢
静
脈
瘤
手
術
、皮
膚
腫
瘍
、眼
瞼

下
垂
の
手
術
を
日
帰
り
に
て
行
っ
て
い
ま

す
。私
自
身
、急
性
期
病
院
で
勤
務
医
を

し
て
い
た
経
験
が
あ
り
、怪
我
や
火
傷
、

傷
、皮
膚
の
で
き
も
の
な
ど
、迅
速
に
対

応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。他
に
も
自
費

診
療
で
す
が
、脱
毛
や
ピ
ー
リ
ン
グ
な
ど
、

美
容
皮
膚
科
も
し
て
お
り
ま
す
。当
院
に

は
、エ
ス
テ
な
ど
で
は
使
用
で
き
な
い
医

療
用
レ
ー
ザ
ー
も
備
え
て
お
り
ま
す
。エ
ス

テ
な
ど
の
永
久
脱
毛
は
、期
間
が
あ
く
と

戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、当

院
で
は
そ
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆ 

私
の
診
療
モ
ッ
ト
ー

患
者
さ
ん
目
線
で
診
療
す
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。肌
の
ト
ラ
ブ
ル
を
気
に

さ
れ
た
り
、施
術
に
対
し
て
不
安
に
思
っ

た
り
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

丁
寧
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。少

し
で
も
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
構
わ
な
い
の

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆ 

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
年
9
月
に
開
院
し
て
、ま
だ
数
か
月

し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、形
成
外
科
、美

容
皮
膚
科
、一
般
皮
膚
科
を
中
心
に
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
、よ
り
よ
い
医
療
の
提
供
を

め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。ス
タ
ッ
フ
一
同
、

日
々
患
者
さ
ん
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご

来
院
く
だ
さ
い
。

堺市堺区中之町西３-１-15
★南海本線「堺駅」より徒歩約8分

TEL：072-222-2269
http://www.ishida-clinic.info/

堺市北区北花田町3-45 -40
★御堂筋線「北花田駅」より徒歩約3分

TEL：072-250-7870
http://www.izumi-cl.com/

診療科目／形成外科、美容皮膚科、一般皮膚科
診療時間

9：30～12：30

16：00～19：00

月
○

○

火
○

○

水
○

／

木
○

○

金
○

○

土
○

／

日
／

／

診療科目／内科、消化器科、リハビリテーション科

◎リハビリテーション科診察あり

診療時間

9：00～12：30

16：30～19：00

月
○

◎

火
◎

◎

水
○

／

木
◎

◎

金
○

◎

土
◎

／

日
／

／

当院の登録医の先生をご紹介

い
ず
み
皮
膚
・
形
成

外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

泉 

憲  

院
長

北
区
北
花
田
町

い
し
だ

ク
リ
ニ
ッ
ク

石
田 
佳
代
子  

院
長

堺
区
中
之
町

山
口
医
院

山
口 

眞
司  

院
長

中
区
土
師
町

堺
駅

南
海
本
線

ローソン●

英彰小学校 サンルート堺
ホテル
●

●
中之町公園

スター　
バックス●

堺警察●
消防署●開花幼稚園

●

P

土
居
川

大小路通り

フェニックス通り（中央環状線）

南海高野線 堺東駅→
●市小学校

大
小
路
駅

宿
院
駅

寺
地
町
駅

阪
堺
線

〒

いしだ
クリニック

北
花
田
駅

御
堂
筋
線

●ジョーシン●CoCo
　壱番屋

●カウボーイ家族

●くら寿司
●吉野家

ガソリンスタンド
●

セブンイレブン●

●
イオンモール

②出口

いずみ皮膚・
形成外科クリニック

◆ 

当
院
の
特
長

ク
リ
ニッ
ク
で
は
珍
し
い
神
経
内
科
を
専

門
に
扱
っ
て
い
ま
す
。頭
痛
や
認
知
症
な

ど
、主
に
大
き
い
病
院
で
診
療
す
る
よ
う

な
病
気
を
診
れ
る
の
が
特
長
で
す
。初
期

段
階
の
認
知
症
患
者
さ
ん
も
来
ら
れ
て
お

り
、高
齢
者
の
方
な
ど
は
大
き
い
病
院
ま

で
行
く
の
は
大
変
な
の
で
、当
院
で
な
る

べ
く
診
療・治
療
が
で
き
る
よ
う
に
、い
ろ
い

ろ
な
診
療
機
器
も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

◆ 

私
の
診
療
モ
ッ
ト
ー

地
域
に
根
ざ
し
た
医
院
と
し
て
、患
者

さ
ん
の
最
初
の
窓
口
に
な
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。当
院
で
解
決
で
き
る
こ
と
は
、

い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
使
っ
て
な
る
べ
く
解

決
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、

漢
方
な
ど
も
治
療
に
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。大
き
な
病
気
を
見
逃
さ
な
い
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、些
細
な
相
談
に
対
し
て

も
真
摯
に
耳
を
傾
け
、症
状
を
少
し
で
も

軽
く
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。ま

た
、よ
り
よ
い
医
療
の
提
供
の
た
め
に
、近

隣
の
総
合
病
院
や
専
門
医
療
機
関
と
の

連
携
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

◆ 

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

神
経
内
科
を
専
門
と
し
て
お
り
ま
す

が
、そ
れ
以
外
で
も
何
か
不
安
な
こ
と
が

あ
れ
ば
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。自
分
の

持
っ
て
い
る
知
識
と
経
験
で
ひ
と
り
一
人

の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、最
良
の
選
択
を

し
て
地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

堺市中区深井中町759 -1
★泉北高速鉄道「深井駅」よりタクシー約5分

TEL：072-278-0336
http://imuta-naika.com/

診療科目／内科、神経内科、リハビリテーション科
診療時間

9：00～12：00

16：00～18：30

月
○

○

火
○

○

水
○

／

木
○

○

金
○

○

土
○

／

日
／

／

医
療
法
人

い
む
た
内
科

藺
牟
田 

直
彦  

院
長

中
区
深
井
中
町

◆ 

当
院
の
特
長

内
科
、小
児
科
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
、漢
方
治
療
な
ど
幅
広
い
分
野
に
対
応

し
て
い
ま
す
。最
近
は
乳
が
ん
検
診
を
受

け
る
方
が
増
え
た
の
で
、女
性
外
来
は
女

医
が
担
当
し
て
い
ま
す
。私
自
身
は
人
間

ド
ッ
ク
を
行
っ
た
り
、交
通
事
故
で
負
傷

し
た
患
者
さ
ん
を
受
け
持
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。今
後
は
、訪
問
診
療
に
さ
ら
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆ 

私
の
診
療
モ
ッ
ト
ー

「
山
口
医
院
に
行
け
ば
何
と
か
な
る
」

と
皆
さ
ん
に
言
っ
て
い
た
だ
け
る
医
院
を

め
ざ
し
、安
心
し
て
治
療
を
受
け
て
い
た

だ
け
る
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
安
を
や
わ
ら
げ
、支
え
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。「
患
者
さ
ん
に
元
気
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
」、そ
の
一
心
で
診
療
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆ 

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

地
域
医
療
に
従
事
し
て
今
年
で
34
年

目
を
迎
え
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に

馴
染
み
の
あ
る
、ご
家
族
で
安
心
し
て
気

軽
に
か
か
れ
る
医
院
と
し
て
、地
域
に
密

着
し
た
診
療
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。な

お
か
つ
、質
の
高
い
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
、努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。ど
ん
な
症
状
で
も
ま
ず
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

堺市中区土師町1-27-3
★泉北高速鉄道線「深井駅」より徒歩約25分

TEL：072-279-5525
http://yamaguchi-clinic.s2.weblife.me/

診療科目／内科、消化器科、アレルギー科、リハビリテーション科、放射線科
診療時間

9：00～12：00

17：00～19：30

月
○

○

火
○

○

水
○

○

木
○

／

金
○

○

土
○

／

日
／

／

●堺フジタ病院

●
土師小学校

深井駅

●
西福寺

寿和寺
● ●
大阪府立大学
芸術情報センター

水賀池

泉北
高速
鉄道
線197

199

●
堺市立

深井小学校

土師ニサンザイ古墳

山口医院

深
井
駅

ローソン
●

交番●

●
餃子の王将

深井中町交差点

199

3428

泉
北
一
号
線

泉北高速鉄
道

深井新町バス停
南向き

深
井
新
町
バ
ス
停

北
向
き

医療法人
いむた内科
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がん患者・家族サロンでは、がんに関する情報が
入手できるよう、書籍やパンフレット等を多数準備し
ています。テーブルと椅子をご用意していますので、
ゆっくりと座って書籍等をご覧いただくことができま
す。パンフレット等はご自由にお持ち帰りいただけま
す。また、ウィッグや帽子の見本を展示しています。

が
ん
患
者
・
家
族
サ
ロ
ン「
な
な
い
ろ
」と
は

が
ん
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
同
士
で
心
の
悩
み
や
体
験
を
語
り
合
い
、が
ん
に
関
す

る
情
報
を
収
集
で
き
る
場
と
し
て
、設
置
し
ま
し
た
。が
ん
の
治
療
や
療
養
に
お
い

て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
直
面
し
た
り
、気
持
ち
が
揺
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ

の
よ
う
な
と
き
に
、ほ
か
の
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、「
自
分
と
同
じ
よ
う
な

不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る
」と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、気
持
ち
が
楽
に
な

る
も
の
で
す
。主
に「
患
者
さ
ん
同
士
の
支
え
合
い
」を
目
的
に
誕
生
し
ま
し
た
。

が
ん
患
者
・
家
族
サ
ロ
ン「
な
な
い
ろ
」

が
ん
セ
ン
タ
ー
特
集

がん患者・家族サロンは、こんなところです！

平成27年9月より、がん患者・家族サロンで毎月1回「さかいほ
のぼのカフェ」を開催しています。さかいほのぼのカフェでは、医療
者からのミニレクチャーでがん治療に関することを学習したり、患
者さん・ご家族同士が悩みや体験などを語り合ったりすることがで
きます。経験談を聞くことで、気持ちが楽になったり、問題解決の
糸口になることがあります。

平成28年度 さかいほのぼのカフェ開催内容（ミニレクチャー30分＋談話会30分）

さかいほのぼのカフェの参加は無料です。参加を希望される方は、がん相談支援センターへお問い合わせください。

ෳ⠨ࠆߥߦ⹤࡮

⾆㊀ߥ⹤߇
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7月15日（金） 談話会

5月10日（火） 抗がん剤治療中の日常生活①
月　日

平成28年度  開催実績・今後の予定
ミニレクチャー内容

6月10日（金） 抗がん剤治療中の日常生活②

10月11日（火） がん治療と栄養
11月10日（木） 緩和ケア

9月15日（木） がん治療とスキンケア

12月15日（木） クリスマスイベント

3月10日（金） がん治療とリハビリ
2月10日（金） がんの治療費と就労

参加者の声

2F化学療法センターの診察室横にございます。
がん患者・家族サロンは、どこにありますか？

平日（月～金）の9：00～16：00にご利用いただけます。
土・日・祝はお休みです。

いつ利用できますか？

当院の患者さん・ご家族にご利用いただけます。
だれが利用できますか？

がんに関する相談は１F⑫「がん相談支援センター」でお受
けしています。また、ご相談の内容に応じて専門スタッフが対
応します。

がんに関する相談はできますか？

リラ
ックスして過ごせる

スペースがあります。

ICTとは、Infection control team（感染制御チーム）の略で、院内全体の感染制御の役割を担う組織です。医師・看
護師・薬剤師・検査技師・事務員がチームとなり、院内感染対策に携わっています。
当院のICTは、平成5年に立ち上げられてから徐々に活動を積み重ねてきました。その後、平成12年にリンクナース制
度が発足しました。リンクナースは、自部署での感染管理の責任者としてICTとともに活動しており、ICTと各現場の橋
渡し役で、各病棟、外来、手術室、中央部門の看護師より1名ずつ任命されています。
ICTは院内感染から患者さんを守り、さらには医療従事者の安全を守るために日々活動しています。
今回は、当院のICTの主な活動内容をご紹介します。

ϺໞǪÁȉƤ

ԗ௙ ICT（感染制御チーム）

◆ 院内感染発生時の調査対応 ◆　院内感染や感染対策上注意が必
要な微生物が検出された際に、対応や相談を受けます。感染の原因や
経過などを調査し、医師・看護師への助言や指導を行います。

ƓƤ

�

◆ ICTラウンド ◆　病棟は週1回、病棟以外の部署は月1回巡回しま
す。感染症の発生状況の確認や抗菌薬使用状況の確認、感染対策
が適切に実施できているかの確認を行います。

ƓƤ

�

◆ 職員の院内感染防止 ◆　医療従事者は、業務中にさまざまな感染症にさらされる危険性
が高く、感染すると患者さんに感染させてしまう危険性もあります。職員の抗体価検査およ
びワクチン接種、血液や体液からの感染を防止する対策の立案などを行います。

ƓƤ

�

◆ 感染予防策の立案 ◆　手指衛生などの標準的な感染予防策や、手や物を介して感染する接触感染などの予防策が適
切に行えるよう、物品の選定や配置、手順や感染対策マニュアルの作成などを行います。また、院内で検出される微生物や
感染症の発生数（率）を把握・分析し、感染率低減のための対策立案などを行います。

ƓƤ

�

◆ 職員の教育 ◆　毎年、春と秋に全職員を対象に学習会を開催します。その他に、
リンクナース勉強会、入職時オリエンテーション、職種別研修など、必要に応じて小グ
ループへの教育を行います。

ƓƤ

�

◆ 感染防止対策のための他施設連携 ◆　当院は6施設と連携し、うち3施設とは年4回の合同カンファレンスを開催し
ています。他の3施設とは年１回お互いの施設を訪問して院内ラウンドを実施します。現在、感染対策は地域での底上げ
を求められており、当院も他施設と連携し院内外の活動をしています。

ƓƤ

�

これから、インフルエンザやノロウイルスなどによる感染性腸炎が流行します。これらの感染を拡げないためにも、石鹸と流水によ
る手洗いや、アルコール製剤による手指消毒など「手指衛生」を日頃から徹底することが最も重要です。またインフルエンザでは、せ
きやくしゃみなどの呼吸器症状がある人はウイルスの拡散を防ぐためにマスクを着用するなど「せきエチケット」も重要です。これら
の感染対策はご家庭でも有効ですので、徹底していただければと思います。なお、インフルエンザは症状が出現する24時間前から
他の人への感染力を持ちます。そのため当院では、インフルエンザ流行時期は全職員に、就業中のマスク着用を義務づけています。

ߤߥ̖
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